
第Ⅱ期開業エリア　完成　 月日　　　　
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すべての人に開かれた「まち」へ

羽田みらい開発株式会社
ＳＰＣ統括責任者　　　
鹿島建設株式会社
開発事業本部　　
事業部長　加藤　篤史
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位置図（報道発表資料から）

ホテルメトロポリタン　羽田（月日開業） 藤田医科大学東京　先端医療研究センター（月２日開所）

受付チェックインロビー

客室 　 　 　※写真提供／ホテルメトロポリタン　羽田 先端リハビリテーションセンター 　※写真提供／藤田医科大学

第Ⅱ期開業エリア　南側外観

　「HANEDA INNOVATION CITY（HICity ）」は 、
鹿島建設㈱を代表に大和ハウス工業㈱、京浜急行電鉄㈱、
日本空港ビルデング㈱、空港施設㈱、東日本旅客鉄道㈱、
東京モノレール㈱、野村不動産パートナーズ㈱、富士フ
イルム㈱の９社が出資する羽田みらい開発㈱を事業主体
に東京・大田区との官民連携により羽田空港跡地で開発
を進めてきた大規模複合施設です。「先端」と「文化」
の境界を越えた交流を誘発し、新たな価値創造を実現す
る日本初のスマートエアポートシティとなります。
　このたびHICityの第Ⅱ期開業エリアが竣工し、月
日にグランドオープンを迎えます。年７月に第Ⅰ
期開業エリアが先行開業してから３年４カ月。この間、
世界中がコロナ禍に見舞われたのを受け、事業内容や施
設の設計を見直し、当初予定していた年度から約１
年遅れましたが、全体オープンを迎えることができ感無
量です。

　第Ⅱ期事業では、ゾーンＡに先端医療研究施設・滞在
施設、ゾーンＢに研究開発拠点・物販・飲食、ゾーンＣ
にアート＆テクノロジーセンターを整備しました。
　先端医療研究施設は、藤田医科大学様が再生医療やが
んゲノム医療の提供、最新機器による健診など保険診療
にとらわれない革新的な医療を展開する次世代医療・研
究拠点です。藤田医科大学様にとって関東初の拠点で、ラ
イフサイエンスイノベーションに期待を寄せています。
　私たちは、先端産業の柱に「モビリティ」「ロボティ
クス」「ライフサイエンス」の３分野を掲げており、第
Ⅰ期開業エリアで、自動運転バスやロボットの実証を行
う実験施設が稼働済みで、今回の「ライフサイエンス」
施設の開設により、３本柱がそろったことが第Ⅱ期開業
エリアの一番大きな特徴です。
　ゾーンＡの滞在施設は、ＪＲ東日本グループのホテル
メトロポリタン　羽田で月に開業しています。
　ゾーンＢには、先端産業の研究に取り組む企業や、来
街者のデイリーニーズに応える店舗を誘致します。ソフ
トラボと呼ぶオフィスエリアの基準階は坪超で、最
大８分割に対応可能です。羽田空港に近い地の利を生か
した最新技術・製品のショーケースのような用途にお使
いいただけます。
　ゾーンＣには、羽田空港の課題解決に異業種連携で取
り組む日本空港ビルデング㈱の研究開発拠点が設置され
ます。
　人々の行動や経済活動が正常化し、インバウンドも大
きく回復してきた中で、オフィス、先端研究、イベント、
宿泊、日本文化体験、飲食など多彩な施設が集積するHI
Cityに、国内外のヒト、モノ、情報が集まり、交流が生
まれ、新たなビジネスやイノベーションを生み出し、す
べての人に開かれた「まち」として成長していくことを
目指しています。
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工　事　概　要

設計コンセプト

鹿島建設株式会社
建築設計本部
大橋グループ
グループリーダー　大橋　隆男

雄大な建築群の景観を形成

（９） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　１１月１６日　（木曜日）

ゾーンＢ・Ｃ南側からの外観 第Ⅱ期開業エリア北・西側外観

施設概要（報道発表資料から）

鹿島建設株式会社
東京建築支店
所長
兒玉　哲志

■工　事　名　称：HANEDA INNOVATION CITY増築工事
■工　事　場　所：東京都大田区羽田空港１－１－４
■事　業　主：羽田みらい特定目的会社
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　　　造：Ｓ（柱ＣＦＴ）一部ＲＣ造
■階　　　数：地下１階地上階
■設計・監理：鹿島建設株式会社一級建築士事務所
■施　　　工：鹿島建設株式会社東京建築支店
■工　　　期：年７月日～年６月日
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来年１月、日本空港ビルデングにより空港課題の研究開発
施設「Terminal.0 HANEDA」の開設が予定されている

羽田空港の眺望を取り入れた約坪のオフィス空間

２階　風除室 オフィスフロア　エレベーターホール

東面外観 ２階　エントランスロビー

　年月のＩ期工事着工から、本年年６月末で
Ⅱ期工事が竣工し、HANEDA INNOVATION CITYの
街全体の姿が完成しました。
　外観の全体デザインは空港と多摩川に挟まれた環境に
対し、縦連窓と白いＰＣによって構成され、リズミカル
なパターンが機能ごとに分節されながら段階的に高さを
増し、雄大な建築群の景観を形成しています。
　Ⅱ期工事では、先端医療研究施設、宿泊施設、研究開
発系企業の誘致を目指したオフィス、アートとテクノロ
ジーの融合を試みるコワーキングスペースが整備されイ
ノベーションシティの機能がさらに強化されます。

　東・西の建物間を行き来する２階の歩行者オープンデ
ッキを、かつてこの地に存在した村落の「道」の形状を
継承し、「イノベーションコリドー」と呼び、外装のダ
イナミックなスケールから一転してヒューマンなスケー
ルに落とし込み、各施設のエントランスや店舗を雁行し
て配置することで、滲（にじ）み出しや溜（た）まり、
にぎわい空間を形づくっています。
　また、イノベーションコリドーの中心の「イノベーシ
ョンフォーラム」は人々の創造や多様な交流活動の場と
して、この施設の中核的で象徴的な存在となることが期
待されます。
　これからの時代に必要とされる「地域活性化プロジェ
クト」の一つの形として、HANEDA INNOVATION CI
TYの街づくりが完成しました。


